






○ 2015年度第3四半期の業績概要 

 

• 受注高   398億円  前期比   47.0％増 

• 売上高   299億円 前期比   35.4％減 

• 営業利益    -5億円 前期比  46億円減少 

• 税引前純利益    2億円 前期比  33億円減少 

• 当期純利益    -8億円 前期比  33億円減少 

 

• 非メモリ半導体向けを中心にテスタ投資が伸び、 
受注高は前期比大きく増加 

 

• 売上高は2Qの受注水準が低かったことを反映し、299億円に留まる 

 

• 営業利益は売上高の減少を受け赤字となったが、 
売上高総利益率改善や営業費用の減少により赤字は小幅に留めることが
できた 

 

• 受注残 392億円 前期比 98億円増加  今後の売上回復の基盤 



○ 2015年度第3四半期の事業セグメント別受注高 
 
○ 半導体・部品テストシステム事業 

• 前期比   117%増 263億円 
  うち非メモリ・テスタ   222億円 
    メモリ・テスタ      41億円 

 
• 非メモリ・テスタがスマートフォン向け、中国4G基地局向けの 

需要を取り込み、前期および前年同期実績を大きく超過 
 

• メモリ・テスタも前期から回復 
ただ、スマートフォンの販売に盛り上がりを欠いたことや、 
顧客のライン立ち上げ時期の兼ね合いから期待以下の水準に留まる 
 

 
○ メカトロニクス関連事業 

• 前期比   30%減  61億円 
 

• メモリ・テスタ市場の伸び悩みを受け、デバイス・インタフェース 
事業も受注減少 
 

• 商談の進捗状況から、ナノテクノロジー事業も上期ほどの数字を 
残せなかった 
 
 

○ サービス他事業 
• 前期比 19%増  75億円 

 
• 保守契約受注の増加など 



○ 2015年度第3四半期の地域別受注高 
 

• 台湾 
アプリケーション・プロセッサ向けなど、 
非メモリ・テスタの受注が回復 

 
• 韓国 
 DRAM向けの受注増 
 
 

 
 

  
 
   
 
 
 
 
 
    
 



○ 2015年度第3四半期の事業セグメント別売上高 
 
○ 半導体・部品テストシステム事業 

• 前期比   31%減 182億円 
  うち非メモリ・テスタ  137億円 
    メモリ・テスタ    45億円 
 

• 2Qの低水準な受注状況を反映し、非メモリ・テスタも 
メモリ・テスタも落ち込む 
 
 

○ メカトロニクス関連事業 
• 前期比  60%減 46億円 

 
• デバイス・インタフェース事業がメモリ・テスタ市場伸び悩みの 

影響を受けた 
 

• 受注同様、商談の進捗状況から、ナノテクノロジー事業も 
上期ほどの数字を残せず 
 

 
○ サービス他事業 

• 前期比  15%減  72億円 
 

• SSDテスタが一服 



○ 2015年度第3四半期の地域別売上高 
 

• 米州 
 ナノテクノロジー事業や非メモリ・テスタが落ち込んだ 
 
• 台湾 

ディスプレイドライバIC向けのテスタ販売一巡など 
 
• 中国 

 メモリ・テスタとデバイス・インタフェース事業の売上が減少 
 

• 韓国 
メモリ・テスタ売上が減少 

   
 
• これらの結果、海外売上比率 88.3% 

 
 
 
 
 
    
 



○ 2015年度第3四半期の営業損益 
 
• 売上総利益    前期比 63億円減  180億円  

売上高の減少に伴い売上総利益も減少 
 

• 売上総利益率  前期比7.5ポイント改善  60.0%   
 採算性の良い非メモリ・テスタの売上構成比が上昇 
   
• 営業費用 前期比17億円減  185億円  

損益水準に沿った賞与引当金の減少など 
 

• 営業損失   5億円 
 

• 営業利益率    -2.0% 
 
 

  
 

 
                 

 



○ 2015年度第3四半期の研究開発費等 
 
• 研究開発費    74億円 

         
• 設備投資       9億円 

 
• 減価償却費    13億円 

 
     



○ 2015年12月末時点のバランス・シート 
 
○ 資産の部 

• 現金預金 
 前期末比   56億円減    809億円 
 
• 総資産 
 前期末比   78億円減   2,520億円 
 
 

○ 負債・資本の部 
 

• 株主資本  1,423億円 
   
• 株主資本比率 前期末比 1.2ポイント増 56.5% 





○ 2015年度の業績予想について 
 
• 下期の業績予想は概ね10月末時点の見方に沿った数字を見込む 

 
• 3Q実績と足元の顧客動向を踏まえ、受注高、売上高は 

10月末時点の予想を据え置く 
 

• 下期の製品ミックスが想定よりも良化傾向にあるため、 
営業利益予想と税引前当期純利益予想を修正 
 

• 海外子会社の税金費用増加等を織り込み、当期純利益予想は変更なし 
 

• 4Q予想は 
• 受注高       391億円  
• 売上高       434億円 
• 営業利益      43億円 
• 当期純利益    31億円 

 
• 通期予想は 

• 受注高     1,500億円 
• 売上高     1,600億円 
• 営業利益     105億円 
• 当期純利益    67億円 

 
• 3Q受注が伸びた背景は中国スマートフォン市場の活発化。 

中国経済、世界経済の先行きは不透明であり、4Q受注は楽観していない 
 

• 3Qの売上高は2Qの受注の数字を受けて、底となった。利益も低調。 
下期の利益予想は受注残の増加を受けて、目標達成可能と考える 



○ 非メモリ・テスタ事業の今後のポイント 
 

• 非メモリ・テスタ市場では、10月から徐々にテスタの稼動率が 
上向きに転じ、受注環境は2Qを底にして復調しつつある 
 

• 世界的にはローエンド・スマートフォンやミッドレンジのスマートフォンの普及は 
途上である。かつ、成長率は鈍化しているハイエンド・スマートフォンについても、 
先端プロセスを採用したロジックICの生産量増加が見込まれる 

 
• 今後の安定経営のためにはスマートフォン以外の市場でのビジネスを 
拡大することも重要。2015年は、PMIC、MCU、車載IC、センサ向けで、 
新規顧客獲得とシェア拡大に成功 
 

• 今後も幅広い領域で顧客拡大を図る 



○ メモリ・テスタ事業の今後のポイント 
 

• メモリ・テスタ事業の3Qの受注・売上は当初の期待に達しなかったが、 
今後はミッドレンジ以上のスマートフォン関連の投資が進むと見ている 
 

• そのなかで、DRAMではLPDDR4が、NANDフラッシュでは 
大容量の3D NANDや、高速インタフェースを使うNANDが主流になっていく 
それぞれ、量産拡大に期待 
 

• UFSやPCIeなど高速インタフェース搭載のスマートフォン用のNANDフラッシュには 
SSDテストと同様に、プロトコル対応したシステムレベル・テストが必要になり、 
新たなテスト環境の市場が形成されることになる 



○ メカトロニクス関連、サービス他事業の今後のポイント 
 

• デバイス・インタフェースは、現状メモリ・テスタ市場との連動性が強い。 
非メモリ・テスタ向けのビジネス拡大を進めたい 
 

• ナノテクノロジーは、当社のEB技術への関心が高まっているなかで、 
フォトマスクなどの半導体関連用途だけでなく、非半導体領域への展開を 
進めたい 
 

• サービス他部門の中核はフィールド・サービス事業。 
ここ数年、保守契約の拡大を基点に収益を持続的に伸ばしているが 
保守サービスにとどまらず、総合提案という観点から顧客の生産性向上に 
寄与できるアプローチを強化し、今後の売上拡大に繋げたい 
 

• SSDテスタは、現在、新規事業で最も成長している事業。 
NANDフラッシュ向けのテスタでも触れたが、フラッシュ・ストレージに対する 
性能試験と信頼性保証のニーズが広がっている。 
なかでも、サーバーに使われるエンタープライズSSDのテストについては 
高速プロトコル試験への対応を要求されている。 
リピート需要/新規顧客獲得活動など市場深耕を徹底し、市場拡大に備える 

 
 



○ 本日のまとめ 
 

• 3Q実績と足元の顧客動向を踏まえ、下期の業績は概ね10月末時点の 
見方に沿った数字を見込む 
 

• 15年は、MCU、車載用ICなどの領域で、当社の市場シェアを拡大できた。 
収益向上に向けさらなる顧客ベースの拡大を図る 
 

• メモリ・テスタではDRAM後工程向け需要の伸び、高速I/FのNAND需要の 
伸びを着実に捉える 

 
• メカトロニクス関連事業、サービス他部門内の新規事業の育成は 
重要な課題のひとつ。 
半導体テスタ市場が低調な局面でも売上、利益を伸ばせるよう 
今後も事業の強化に努める 


